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ぶどうのように 

                                                         校長 森田 芳栄       

 

ぶどう          与田 準一 

ぶどうのように ひとつひとつが まるく 

ぶどうのように みんなが ひとつのふさになって 

ぶどうのように ゆったりと においもあまく 

ぶどうのように よろこびを ひとからひとへ 

 

校長室の応接ソファ横のパーテーションに、ぶどうが鈴なりに生っています。「秋を感じて

元気になってください」とたんぽぽ級の子供たちが作って飾ってくれたものです。 

一粒一粒がパンパンで、本物に負けないくらいのみずみずしさです。添えられた与田準一さ

んの『ぶどう』の詩もとても素敵です。房の一粒一粒が博労っ子のように感じられます。 

ぶどうの実はチクチクではありません。一人一人が優しさに満たされて、助け合い、思い合

って一つの房をつくり、時間をかけて成長し、みんなで喜びや嬉しさを共有しながら、さらに

豊かに実っていく、そんなぶどうになっていきたいと思います。 

🍇   🍇   🍇   🍇   🍇   🍇   🍇   🍇   🍇   🍇 

 

 ますます お元気で！ 

博労校区にお住いの、一人暮らしのお年寄りの方々へ、博

労っ子がミニレターを書きました。子供らしい『秋』の中に

「おっ」と思うものがあり、思わず微笑んでしまいました。 

博労っ子も勉強や運動にがんばりますので、皆様もお体を

大切にされ、ますますお元気でいらしてください。 

🍂   🍂   🍂   🍂   🍂   🍂   🍂   🍂   🍂   🍂 

    

 博労小学校４年生から 博労校区のみなさまへ～博労公民館まつり～ 

 地域のみなさまへの日頃の感謝の気持ちを込め、４年生が博労公民館まつりで群読を発表し

てきました。学習発表会で披露したものにアレンジを加え、公民館まつりバージョンに仕上げ

てありました。都合により出られなかった友達の分もみんなで力を合わせてがんばりました。 

途中、間が空いてしまった場面もありましたが、だれ

かがちゃあんとフォローしていて、「まちがえても、ば

かにされたり笑われたりしない、そしてだれかが直して

くれる」そんなクラスになってきたんだなあと温かい気

持ちになりました。 

最後のお神輿の口上もバッチリと決まって、会場の皆

様に元気を届けることができました。 



。 

みんなが幸せ！ 博労っ子の本気が伝わった学習発表会 

 

 

＊大きなこえでいえたので、おきゃくさんは 

こころのなかで「じょうずだな」とおもっ 

てくれているとおもいました。 

 

 

＊力をあわせてがんばれてうれしかったで 

す。ダンスは、笑顔をわすれずにたのしく 

できました。 

 

 

＊はっきり大きな声でゆっくりとせりふを言

えてよかったです。楽しくてさいこうでし

た。 

 

 

＊４年間の中で一番すごかったと思います。 

一人一人が大きな声で楽しく自信をもって

群読をしていたからです。 

＊３か月間の練習はむだじゃなかったんだと 

思いました。私はずっと音楽を好きでいた

いなと思いました。 

 

 

＊みんなの心を一つにしてがんばることの楽 

しさと大切さを学びました。自分の中での

限界を超えることができたと思います。 

一つ一つ乗り越えて成長した子供たち、日々子供たちに寄り添い伴走した教職員、どんな時

も温かく見守り応援していただいた家族の皆様、地域の皆様すべての『チーム博労』の力強さ

を感じました。これからもその子なりのがんばりや努力を認め、励ましていきたいと思います 

 そして、ＰＴＡ役員の皆様には、食品・コーヒー販売や PTA セール、ゲームコーナー、トリ

ックアート教室の実施、広告募集等々、物心両面からご支援いただき、感謝でいっぱいです。

ピロティを開放した『カフェ BAKUROU』等も、少しでも楽しいひとときを、という温かな思い

が伝わり、午後からの観客は会場いっぱいで「みんなが幸せ」なひとときを味わうことができ

ました。心より感謝申し上げます。 

＜２年生 スポーツ EXPO in 博労＞ ＜１年生 おそれ山は大さわぎ＞ 

＜６年生 まぬけ村＞ ＜５年生 「世界がひとつになるまで」・「アメリカン・パトロール」＞ 

＜３年生 どろぼうがっこう＞ ＜４年生 言葉の扉が開くとき＞ 


